
（別表）
氏名 　　　　再統合対象者

(                     　　）（　　　　　　　　　　　　　　） 記入日（　　　　　　年　　　　　月　　　　日）

チェックの視点 チェック項目（該当欄に○をつける）
は
い

や
や
は
い

や
や
い
い
え

い
い
え

不
明

特記事項

経
過

1 交流状況
面会・外泊等を計画的に実施し、経過が
良好である

2 施設等の判断
施設、里親等が家庭引取りを進めること
が適切だと考えている

子
ど
も

3
家庭復帰の希望

家庭復帰を望んでいる（真の希望でない
場合は●）

4
保護者への思
い、愛着

保護者に対する恐怖心はなく、安心･安定
した自然な接触ができる

5 健康･発育の状況 成長･発達が順調である

6
対人関係、情緒
の安定

　　　　　　　対人関係や集団適応に問題
はなく、情緒面は安定している

　　　　　　　主たる保育者との関係におい
て問題はなく、情緒面は安定している

7
リスク回避能力

虐待の再発等危機状況にあるとき、相談
するなどして危機回避ができる

保
護
者

8 引取りの希望
家庭引取りを希望している（真の希望でない
場合、依存的要素を含む強すぎる希望は●）

9
虐待の事実を認
めていること

虐待の事実を認め、問題解決に取り組ん
でいる

10
子どもの立場に
立った見方

子どもの立場や気持ちをくみ取りながら
子育てができる

11
衝動のコント
ロール

子どもへの怒りや衝動を適切にコントロー
ルできる

12 精神的安定
精神的に安定している（必要に応じて医
療機関とのかかわりがもてる）

13 養育の知識･技術
子どもの年齢、発達あるいは場面に応
じ、適切な養育ができる

14
関係機関への援助
関係構築の意思

児童相談所や地域の関係機関と良好な相談
関係が持て、適宜必要な援助が求められる

家
庭
環
境

15
地域、近隣におけ
る孤立、トラブル

近隣から必要なときに援助が得られる

16 親族との関係 親族から必要なときに援助が得られる

17 生活基盤の安定
経済面、住環境面での生活基盤が安定
的に確保されている

18
子どもの心理的
居場所

家族関係が良好で、家庭内に子どもの心
理的な居場所がある

地
域

19 地域の受入れ体制
公的機関等による支援体制が確保されて
いる

20 地域の支援機能
支援の中心となる機関があり、各機関が
連携して支援が行える

評価

A　家庭復帰を進める　
B　家庭復帰に課題あり
C　家庭復帰は不可

（B、Cの場合、その理由を記入）

家庭復帰の適否を判断するためのチェックリスト

乳児非該当

乳児項目

乳児非該当

乳児非該当
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